
七
月
十
八
日(

土
曜
日)

住
吉
会
館

す
み
よ
し
ク
ラ
ブ
は
七
月
四
日

で
第
三
回
役
員
・
区
長
会
を
開
催
し

(

土
曜
日)

、
夏
の
親
睦
旅
行
「
恵
庭

」

。

ま
し
た
。
午
後
一
時
か
ら
役
員(

役

・
北
広
島
の
散
策

を
行
い
ま
し
た

員
・
部
長
・
副
部
長)

、
午
後
二
時

参
加
者
は
二
十
六
名
。
午
前
十
時
、

か
ら
は
区
長
・
民
生
委
員
も
加
わ
り

住
吉
会
館
を
出
発
。
天
候
に
も
恵
ま

住
吉
町
内
会
は
八
月
一
日(

土
曜

育
成
部
は
七
月
二
十
五
日(

土
曜

出
席
者
は
三
十
一
名
。

れ
、
一
路
旧

日)

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、
す
み
よ

日)

か
ら
八
月
一
日(

日
曜
日)

ま
で

島
松
駅
逓
所

し
公
園
で
「
夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま

の
八
日
間
、
午
前
六
時
三
十
分
か

町
内
会
長
挨
拶
後
、

物
館
へ
と
向

し
た

あ
い
に
く
の
曇
天
で
し
た
が

ら
、
す
み
よ
し
公
園
で
恒
例
の
ラ

総
務
部
か
ら

か
っ
た
。

。

、

大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ジ
オ
体
操
を
行
い

明
治
六
年
に

*

生
活
改
善
要
望
事
項

ま
し
た
。

開
通
し
た
函

・

交
差
点
へ
の

焼
き
鳥
二
千
五
百
本
、
フ
ラ
ン
ク

館
～
札
幌
間

雪
の
積
み
上
げ

フ
ト
三
百
本
、
お
で
ん
八
百
本
、
樽

毎
回
、
六
十
名

の
道
路
沿
い

に
つ
い
て

生
ビ
ー
ル
は
八
樽
、
ソ
フ
ト
飲
料
百

程
の
方
が
参
加
さ

に
設
置
さ
れ

・

す
み
よ
し
公

本
、
そ
の
他
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
を

れ
て
お
り
、
延
べ

た
駅
逓
所
、

園
搬
出
入
口
の

準
備
し
ま
し
た
が
、
樽
生
ビ
ー
ル
と

で
四
百
六
十
名
に

交
通
不
便
の

舗
装
修
繕
に
つ

ジ
ュ
ー
ス
類
は
完
売
と
は
な
り
ま
せ

な
り
ま
し
た
。
年

地
に
駅
舎
と

い
て

ん
で
し
た
。
ま
た
、
協
賛
し
て
い
た

々
大
人
の
参
加
が

人
馬
を
備
え
て
、
宿
泊
と
運
送
の
便

・

地
域
会
館
へ

だ
い
た
株
式

増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に

を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。

の

設
置

A
ED

会
社
「
魚
は

混
じ
っ
て
身
体
を
伸
ば
し
て
い
ま

明
治
十
四
年
、
明
治
天
皇
北
海
道

に
つ
い
て

ん
」
様
、
株

し
た
。

巡
行
の
際
、
御
昼
行
在
所
と
な
り
ま

式
会
社
「
山

し
た
。
当
時
の
気
候
の
厳
し
さ
を
伺

*

恵
庭
駅
通
り

崎
製
パ
ン
札

曇
り
の
毎
日
で
し
た
が
、
中
止

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
祭
り
へ
の
寄
付
、
駅
前
通
り

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
分

幌
工
場

様

は
な
く
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
会

」

、

い
た
だ
い
た

館
で
終
了

そ
の
後
、
北
広
島
の
「
良
寿
司
」

担
金
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

商
品
は
参
加

で
し
た
。

で
ラ
ン
チ
、
ど
の
顔
も
満
足
げ
。

し
た
。

者
に
プ
レ
ゼ

夏
休
み
の

休
憩
を
挟
ん
で
恵
庭
市
郷
土
資
料
館

ン
ト
さ
せ
て

早
朝
か
ら

そ
の
後
、
役
員
・
各
専
門
部
の
経

へ
。
途
中
、
日
ハ
ム
の
二
軍
施
設
に

い
た
だ
き
ま

元
気
に
参

過
報
告
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の

内
定
し
た
場
所
を
確
認
し
な
が
ら
到

し
た
。
あ
り

加
し
て
い

説
明
。
特
に
、
事
業
部
か
ら
は
夏
祭

着
。

が
と
う
ご
ざ

た
だ
き
あ

り
に
い
て
詳
細
な
計
画
と
協
力
依
頼

平
成
二
年
に

、

い
ま
し
た
。

り
が
と
う

が
あ
り
ま
し
た
。

開
館
し
た
施
設

ご
ざ
い
ま

恵
庭
の
自
然
と

今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が

す
。
ご
協

大
勢
の
人
た
ち

歴
史
を
資
料
で

多
く
、
終
始
賑
や
か
で
明
る
い
雰
囲

力
し
て
い

に
来
て
い
た
だ
い

綴
っ
た
モ
ニ
ュ

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
準
備
や

た
だ
い
た

て
、
楽
し
く
過
ご

メ
ン
ト
。
職
員

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
区
長
さ

父
兄
の
方

し
て
い
た
だ
け
た

の
説
明
で
よ
り

ん
、
役
員
の
方
々
の
お
か
げ
で
楽
し

々
に
感
謝

ら
と
思
っ
て
い
ま

詳
し
く
学
ぶ
事

。

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

と
の
事
で

す
。
と
の
要
望
が

が
で
き
ま
し
た

し
た
。

し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

無
事
終
了
に
感
謝
し
ま
す｡
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毎
月
、
町
内
会
へ
の
ご
支
援
ご
協

令
和
七
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

力
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
前
期

査
か
ら
、
北
海
道
の
人
口
は
四
九

六
月
二
十
日(

土
曜
日)

午
前
十
時

八
万
五
四
一
九
人
前
回
か
ら
四
・

の
資
源
回
収
実
績
で
す
。
こ
れ
か

か
ら

「
す
み
よ
し
公
園
」
で
恒
例

六
％
の
減
少
。
恵
庭
市
は
七
万
九

ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

、

の
野
外
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
八
人
で
五
八
七
人
の
増
、
恵
庭

ま
す
。

青
空
の
下
、
心
地
よ
い
風
に
包
ま

は
全
道
最
多
の
増
加
で
す
が
、
増

れ
、
人
の
笑
顔
が
重
な
り
合
う
、
至

加
率
は
前
回
よ
り
下
回
っ
た
。

福
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

(

北
海
道
新
聞
か
ら
抜
粋)

参
加
者
は

住
吉
町
の
人
口(

恵
庭
市
統
計

百
十
五
名
、

情
報
か
ら
、
七
月
一
日
現
在)

町

準
備
し
た
肉

内
に
は
九
八
〇
世
帯
が
あ
り
、
女

五
十
㎏
、
樽

性
九
二
七
名
、
男
性
八
一
一
名
の

ビ

ー

ル

二

合
計
一
千
七
百
三
十
八
名
が
在
籍

樽
、
ジ
ュ
ー

し
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
年
少

、

ス

類

三

十

人
口(

十
四
歳
未
満)

百
九
十
二
名

本
。
予
定
時

労
働
人
口(

十
五
歳
か
ら
六
十
四

間
内
に
全
て

歳)
千
百
三
名
、
老
齢
人
口(

六
十

消
費
さ
れ
ま

五
歳
以
上)

は
四
百
四
十
三
名
で

し
た
。
準
備

す
。
昨
年
と
比
較
し
て
世
帯
数
は

や
片
付
け
な

増
え
て
い
ま
す
が
人
口
は
減
少
し

ど
に
ご
協
力

て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
増
加
傾
向

い
た
だ
い
た

に
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

(

２
０
２
２
年)

た
。

日
本
の
平
均
寿
命

女
性
八
七
歳

十
二
時
頃
か
ら
、
育
成
部
企
画
の

男
性
八
一
歳

マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き

が
始
ま
っ
た

健
康
寿
命

日
ハ
ム
の
二
軍
本
拠
地
が
恵
庭
に

「

」

。

*

子
ど
も
た

女
性
七
五
歳

内
定
し
ま
し
た
。
開
業
は
四
～
五

ち
は
な
れ
た

男
性
七
二
歳

年
先
と
の
こ
と
。
楽
し
み
が
一
つ

も
の
。
焚
火

不
健
康
期
間(

増
え
た
。
も
う
少
し
頑
張
る
ぞ
。

フ
レ
イ
ル

日
常

:

生
活
に
一
人
で
は
支
障
が
あ
る)

の
中
、
串
を

回

し

な

が

女
性
十
二
年
間

九
月
五
日(

土
曜
日)

異
常
気
象
の
多
発
で

命

が
脅

*

「

」

ら
、
き
つ
ね

男
性
九
年
間

敬
老
会

か
さ
れ
る
事
態
が
常
態
化
し
て
い

色
に
な
る
ま

九
月
二
十
六
日(

土
曜
日)

ま
す
。
今
一
度
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

で
じ
っ
と
待

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
軽

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

プ
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
熊
本

っ
て
い
る
。

い
運
動
を
継
続
し
て
心
肺
機
能
の

十
月
八
日(

木
曜
日)

県
で
は
再
度
の
大
地
震
、
千
葉
県

口
の
中
で

継
続
、
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り

女
性
部
研
修
旅
行

の
記
録
的
豪
雨
。
甚
大
な
被
害
が

と
ろ
け
る
不

と
っ
て
筋
力
維
持
、
人
々
と
関
わ

十
一
月
十
四
日(
土
曜
日)

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方

思
議
な
感
覚

っ
て
孤
立
し
な
い
。

第
四
回
役
員
・
区
長
会

々
を
思
う
と
慰
め
る
言
葉
も
な
い
。

を
楽
し
ん
で

小
さ
な
習
慣
の
継
続
が
大
切
と

十
二
月
五
日(

土
曜
日)

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
と
早
い

い
ま
し
た
。

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
代
間
交
流
餅
つ
き
大
会

復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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